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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,電力ダムにおける水工学上の諸問題のうち,洪水時のダム操作に焦点をあて,信頼性向上の
ための高度運用に関わる技術的課題を実際問題と関連づけて系統的に論じ,その具体的な解決策を提示し
たものであり,主な結果は次の通りである｡
1.わが国におけるダム貯水池の建設と河川流水との関わりやその操作運用の基本問題を分析し,電力
ダムの洪水時のダム操作について,その全体プロセスを考慮した合理的運用とその高度化のためにどのよ
うな問題を解決することが重要であるかを明らかにした｡
2.わが国の電力ダムの運用管理の現状と問題点を分析し,特に,出水時の洪水処理のための電力ダム
の操作の実務作業の実態,管理者にかかる負担などの具体的問題を明らかにした｡
3.ダム貯水池の水位を観測しながら,ダム上流域の降雨量,流入量を予測していく水文予測の問題が
電力ダムを操作していく上で重要であることを明らかにして,その解決の具体的方法を提示した｡貯水池
では,風や流れなどの外乱によって水面が動揺 ･振動し,重力や表面張力が復元力となって波動現象が生
じるが,これが,洪水時のダム流入量の推定精度に関係してくる｡ 本論文では,貯水池の水面振動につい
て水理学的 ･水文学的に検討してその特性を明らかにし,観測水位の平滑化手法を検討して,ダムおよび
流域の諸元に対応してとるべき平滑化手法を提案した｡
また,実際のダム流域の降雨予測モデルとして,重回帰式法と運動学的方法を採用し,1時間程度まで
の短時間予測には運動学的手法を,それから後の予測には重回帰式法を用いるのが実用的であることを明
らかにした｡ダム流入量の予測については,同定された流出モデルのパラメタが出水毎に変化することを
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考慮し,異なるパラメタを持つ複数の流出予測モデルの重みを観測値に基づいて更新していく新しい予測
方式を提案し,その実用性を明らかにした｡
4.洪水時のダム貯水池操作を対象とした意志決定問題の支援に関わる実際的問題に人工知能技術を応
用した方法の適用性について検討し,気象状況の大局的判断ならびにダム流入量のリアルタイム予測にも
とづいた放流計画支援のためのエキスパートシステムを構築した｡また,ファジイ制御理論を適用して,
経験を積んだダム操作員の状況判断や推論の暖昧さを定量化する推論システムを応用して,ゲート操作 ･
操作量の支援システムを構築した｡
以上要するに,本論文は,電力ダムの高度運用のための問題点を整理し,水文予測と操作手法を中心と
して,実際的な解決方法を提案し,その有効性を実証したもので,得られた成果は,学術上,実際上寄与
するところが少なくない｡よって,本論文は,博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ま
た,平成9年 1月17日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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